


　

令
和
6
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。
平
素
は

私
ど
も
岡
崎
信
用
金
庫
に
格
別
の
ご
高
配
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
5
類
移
行
に
よ
り
社
会
・
経
済
活
動
の
正
常
化
が

進
み
ま
し
た
。
当
地
で
は
大
河
ド
ラ
マ
「
ど
う
す
る
家
康
」
の
効
果
も
あ
っ
て
、
岡
崎

が
多
く
の
観
光
客
で
賑
わ
い
、
家
康
行
列
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
大
変
な
盛
り
上
が
り
と

な
り
ま
し
た
。
今
年
も
こ
の
良
い
流
れ
に
乗
っ
て
、
地
域
が
益
々
元
気
に
な
っ
て
い
く

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
当
金
庫
と
し
て
も
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
人
や
企
業
を
つ
な
ぐ
力
を
発
揮
し
て
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
貢
献
し
て
い
く

所
存
で
す
。

　

当
金
庫
は
本
年
8
月
に
創
業
1
0
0
周
年
を
迎
え
ま
す
。
当
金
庫
が
幾
多
の
困
難
を

乗
り
越
え
て
今
日
ま
で
歩
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
の
も
、
お
客
さ
ま
の
支
え
が
あ
っ
て
の

こ
と
で
あ
り
、
長
年
の
ご
愛
顧
に
対
し
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

お
客
さ
ま
か
ら
喜
ば
れ
、
選
ん
で
い
た
だ
け
る
金
融
機
関
を
目
指
し
、
役
職
員
一
同
、

全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
の
干
支
は
辰
で
す
。「
辰
巳
天
井
」
と
い
う
相
場
格
言
が
あ
る
よ
う
に
、
経
験
則

か
ら
辰
年
に
は
景
気
が
良
く
な
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
竜
が
吉
祥
を
象
徴
す
る
こ

と
か
ら
も
、
今
年
は
豊
か
で
活
力
溢
れ
る
一
年
に
な
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
最
後
に

本
年
が
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
、
実
り
多
き
す
ば
ら
し
い
一
年
に
な
る
こ
と
を
祈
念
い

た
し
ま
し
て
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

令
和
6
年
1
月

年
頭
の
ご
挨
拶

理事長
田中　秀明
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–
岡
崎
城
本
丸
鎮
座
–

岡
崎
東
照
宮  

龍
城
神
社

た
つ
　
　
き

文化財

訪ねて
を

　

宝
徳
4
年
（
1
4
5
2
）、
三
河
国
守
護
代
、

西
郷
稠つ
ぐ

頼よ
り

が
岡
崎
城
を
築
城
し
た
際
、
龍
神
が

現
れ
、
城
の
井
戸
か
ら
水
を
噴
出
さ
せ
て
天
に

昇
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
以
降
、
松
平
7
代

清き
よ

康や
す

が
現
在
の
地
に
城
を
移
し
て
か
ら
も
天
守

に
龍
神
を
祀
り
、
城
の
名
を
「
龍
ヶ
城
」、
井

戸
の
名
を
「
龍
の
井
」
と
称
し
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

天
文
11
年
（
1
5
4
2
）、
家
康
公
生
誕
の

朝
、
城
楼
上
に
雲
を
呼
び
、
風
を
招
く
金
の
龍

が
現
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

家
康
公
薨こ
う

去き
ょ

後
の
寛
永
年
間
（
1
6
2
4
〜

4
3
）、
藩
主
本
多
忠た
だ

利と
し

は
戦
乱
の
世
を
鎮
め
、

泰
平
の
世
を
築
い
た
家
康
公
の
偉
業
を
称
え
、

城
内
に
東
照
宮
を
奉
祀
し
ま
し
た
。

　

明
和
7
年
（
1
7
7
0
）、
岡
崎
藩
主
本
多

忠た
だ

粛と
し

は
、
本
丸
内
に
あ
っ
た
東
照
宮
を
三
の
丸

に
移
し
、
徳
川
四
天
王
の
一
人
で
あ
る
本
多
忠

勝
を
祀
る
映
世
神
社
を
新
た
に
本
丸
に
建
て
ま

し
た
。
そ
し
て
明
治
維
新
後
、
東
照
宮
と
映
世

神
社
を
合
祀
し
て
、
明
治
9
年
（
1
8
7
6
）、

龍
城
神
社
と
改
称
。
現
在
地
（
旧
本
丸
跡
）
に

鎮
座
し
ま
し
た
。

　

大
正
3
年
（
1
9
1
4
）、
県
社
に
昇
格
し
、

岡
崎
市
の
中
心
神
社
と
し
て
崇
敬
を
集
め
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
昭
和
23
年
（
1
9
4
8
）

に
は
社
殿
を
焼
失
し
て
し
ま
い
ま
す
が
同
37
年

（
1
9
6
2
）、
広
く
崇
敬
者
の
浄
財
を
得
、

ま
た
日
光
東
照
宮
よ
り
神
木
の
寄
進
を
受
け
社

殿
を
竣
功
。
社
殿
再
建
を
機
に
、
天
神
地
祇
、

岡
崎
市
旧
領
の
護
国
の
英
霊
を
合
祀
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
「
文
化
財
を
訪
ね
て
」
は
、
岡
崎
市

康
生
町
の
龍
城
神
社
を
訪
ね
ま
し
た
。

　
昨
年
の
大
河
ド
ラ
マ
「
ど
う
す
る
家
康
」
で

注
目
さ
れ
た
徳
川
家
康
公
生
誕
の
地
　
岡
崎
。

龍
城
神
社
は
市
の
中
心
に
位
置
す
る
岡
崎
城
天

守
に
隣
接
す
る
神
社
で
す
。

　
家
康
公
生
誕
の
朝
、
城
の
上
を
雲
が
覆
い
龍

が
現
れ
た
と
い
う
言
い
伝
え
を
は
じ
め
、
龍
に

ま
つ
わ
る
様
々
な
伝
説
が
残
さ
れ
て
い
る
龍
城

神
社
は
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
も
有
名
で
す
。

　
御
祭
神
と
し
て
徳
川
家
康
公
、
幕
末
の
岡
崎

城
最
後
の
城
主
で
あ
っ
た
本
多
氏
の
祖
、
忠
勝

公
、
天て

ん

神じ
ん

地ち

祇ぎ
（
あ
ら
ゆ
る
神
々
）、
護
国
英
霊

が
祀
ら
れ
て
お
り
、
年
間
を
通
し
て
多
く
の
方

が
参
拝
に
訪
れ
ま
す
。

　
元
旦
に
は
、
幕
府
の
正
月
の
恒
例
行
事
だ
っ

た
「
う
さ
ぎ
汁
の
振
舞
い
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

（
詳
し
く
は
5
ペ
ー
ジ
で
）

　
辰
年
の
2
0
2
4
年
、
新
し
い
年
の
は
じ
ま

り
に
、
龍
城
神
社
を
訪
ね
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
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平成昇龍
　拝殿天井には、長さ約4m、幅約2.5m、厚み約40㎝の白木彫の昇龍
が参拝客を見下ろしています。国内最大級といわれるこの龍は平成8
年、岡崎市制80周年を記念して奉納されました。龍の下で二拍手す
ると、拝殿に龍の咆哮が響きます。

出世開運　龍の井
　岡崎城との境目、東照公遺訓碑の横にあります。

龍
城
神
社
の
歴
史

参考文献：龍城神社社記、新編 岡崎市史4



・名鉄「東岡崎駅」より徒歩約15分
・名鉄「東岡崎駅」より名鉄バス大樹寺行ほか「康生町」下車徒歩10分
・愛知環状鉄道「中岡崎駅」より徒歩約10分
・駐車場12台 ※ご希望の場合は、お電話にてお問い合わせください。

　周辺駐車場または公共交通機関をご利用ください。

住　　所：愛知県岡崎市康生町561
電話番号：0564-21-5517
授与所対応時間：9時～16時

Information

岡崎東照宮 龍城神社 1
至豊橋

至名古屋

248 39

岡崎信用金庫
本店

徳川家康公像

岡崎市役所

岡
崎
城 乙川

伊
賀
川

名鉄名古屋本線 東岡崎駅

殿
橋

明
代
橋

桜
城
橋

吹
矢
橋

南口
ローターリー

龍城神社

龍城神社
龍城神社に祀られている徳川家康公は、開運、出世、勝負運にご利益があるといわれています。

また、本多忠勝公は、戦の際、一度も傷を負わなかったことから厄除けのご利益があるといわれています。
龍城神社では、神様に祈願する絵馬をはじめ、御朱印やお守りなど、様々な授与品があります。

うさぎ汁の振舞い

御朱印
細かな切り絵で昇龍を表現した令和6年限定
御朱印です。

日時：1月1日㈷　午前0時 ～（無くなり次第終了）

諸願成就や開運守護のお社として信仰される大社

安産、初宮、七五三、家内安全、厄除、開運、諸祈願 etc ...

最新の情報は
ホームページ
で確認を。

徳川家の祖先である世良田有親、松平親氏父子が、関東から三河国へ向かう旅の
途中に立ち寄った信濃国林郷で、旧知の小笠原光政からうさぎ汁を振舞われたこ
とに由来する縁起物です。後に松平家の当主に立身した親氏は、「あの兎が吉兆で
あった」と光政に林の姓を与え、侍大将として三河に呼び寄せました。家康公が
将軍となった後の江戸城でも、吉例として毎年正月に振舞われていたといいます。

開運絵馬
出世開運、家内安全、商売繁盛、安産祈願、合格祈願など、
種類豊富な絵馬から願い事に合わせて選べます。

お守りなど
出世、安産、厄除、開運など、
肌身離さず持ち運べるお守りは人気があります。

金龍虎目石根付
開運招福
昇龍水晶守

元旦嘉例

5



Okashin News

幡豆支店新築建替オープン
　2023年12月4日㈪、幡豆支店を新築建替オープンしました。新しい幡豆支店は、ゆっくりご相談い
ただけるローカウンターを3カ所設けるなど、お客さまの利便性向上に努めています。
　地域のみなさまにより一層ご愛顧いただける店舗を目指してまいります。皆さまのご来店を心よりお
待ちしております。

店舗外観 テープカットの様子

❖「家康公検定2023」優秀合格者12名
大　賞（最高点100点）……………

特別賞（最年長合格 91歳）…………
　　　（最年少合格 小学１年生）…
　　　（中学生最高点合格者）……
　　　（小学生最高点合格者）……
　　　（小学生の部 優秀賞）………

４名：宇野 真知子さん（豊田市）、横山 明弘さん（岐阜県各務原市）
　　　竹下 光孝さん（岡崎市）、　長澤 輝佳さん（大阪府茨木市）
１名：水野 成一さん（岡崎市） 
１名：梶山 一太さん（静岡県静岡市）
１名：牧　 侑矢さん（岡崎市）
１名：永田 侑己さん（岡崎市）
４名：兼原 晴多さん（岡崎市）、松山 周悟さん（埼玉県朝霞市）、
　　　登美 陽翔さん（岡崎市）、永井 太智さん（岡崎市）

　2023年11月26日㈰、長誉館（岡崎市中町）で、「家康公検定2023」「第20回徳川家康公作文コンクール」合同表
彰式が開催されました。「家康公検定」では、優秀合格者12名に対し、主催者の公益財団法人德川
記念財団の德川家広理事長（徳川宗家19代）より表彰状を、一般社団法人徳川家康公に学ぶ会の
大林市郎代表理事より合格証を授与し、栄誉を讃えました。
　表彰式終了後は、德川理事長より「令和から見える江戸元禄」をテーマに講話がありました。
　当金庫は、一般社団法人徳川家康公に学ぶ会の事務局として本事業のお手伝いをしています。

「家康公検定2023」
「第20回徳川家康公作文コンクール」

合同表彰式を開催

大林代表理事より合格証を授与される
満点合格者の宇野さん

主　催：公益財団法人德川記念財団、一般社団法人徳川家康公に学ぶ会　　事務局：一般社団法人徳川家康公に学ぶ会（岡崎信用金庫地域振興部内）

「家康公検定2023」受賞者と関係者集合写真 德川理事長による講話
「令和から見える江戸元禄」
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0.130 （　　　）税引後
年0.103％

インターネットバンキング、
おかしんアプリでお預け入れの場合

ATMでお預け入れの場合

0.050
（税引後年0.039％）

0.200
（税引後年0.159％）

0.250
（税引後年0.199％）

1年もの預金金利
1年もの預金金利 3年もの預金金利 5年もの預金金利

お預け入れ時の金利を約定利率として初回満期日まで適用します。
初回満期日以降は、満期日到来前に公表するキャンペーン金利で自動継続となります。継続時の最新の情報は事前
に公表される店頭のパンフレットや当金庫のホームページ等をご覧ください。
ただし金利情勢の変動等により自動継続時の商品内容を見直す場合や、予告なくキャンペーン金利の適用を含めた
取り扱いを中止する場合がございます。
満期日が当金庫休業日の場合のお支払いは翌営業日となります。
マル優での新規預け入れはできません。
この預金は預金保険制度の対象商品です。（預金保険制度により全額保護される決済用預金以外の預金と合算して、預金
者お一人様あたり一金融機関ごとに元本１，０００万円までとそのお利息が保護されます。）
店頭に「スーパー定期」の商品概要書をご用意しております。
おかしんアプリ（アプリ定期預金）での取り扱いは、アプリ通帳（通帳レス）の利用が必須となるため、普通預金部分含めた
「紙通帳」が利用できなくなります。

やむを得ず中途解約をされる場合は、上記金利は適用されず、お預け入れ日から解約日までの当金庫所定の中途解
約金利が適用されます。

２０１３年１月１日から２０３７年１２月３１日までの間にお受取りになる利息には「復興特別所得税（０．３１５％）」が課税されるた
め、２０．３１５％（国税１５．３１５％、地方税５％）の税金がかかります。

２０２３-２４　冬のキャンペーン定期預金

個人のお客様（個人事業主を含む）

スーパー定期　１年・３年・５年　自動継続（元金継続または元利継続）
満期日以降は、満期日到来前に公表するキャンペーン金利で自動継続となります。継続時の最新の情報は事前に公
表される店頭のパンフレットや当金庫のホームページ等をご覧ください。
ただし金利情勢の変動等により自動継続時の商品内容を見直す場合や、予告なくキャンペーン金利の適用を含めた
取り扱いを中止する場合がございます。

１口１０万円以上
ＡＴＭでのお取り扱いの場合、１回につき　現金１０万円以上２００万円以下（紙幣２００枚まで）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　振替１０万円以上５００万円以下（ご本人口座からの振替のみ）

ＡＴＭでお預け入れの場合…１年０．０５０％（税引後０．０３９％）、３年０．２００％（税引後０．１５９％）、５年０．２５０％（税引後０．１９９％）
インターネットバンキング、おかしんアプリでお預け入れの場合 ……………１年０．１３０％（税引後０．１０３％）

満期日以後に一括して払い戻します。

２０２３年１２月１日（金）～２０２４年１月３１日（水）

募　集　枠 ＡＴＭ３年５００億円、ＡＴＭ５年３００億円。※ＡＴＭ３年・５年は募集枠がなくなり次第、終了させていただきます。

2023年 ～ 2024年12月１日㈮ １月31日㈬

昨年冬に実施した「2022-23 冬のキャンペーン定期預金」は、当初の預金方法が「窓口」「ATM」の場合は0.050％（税引前）、
「インターネットバンキング」の場合は0.130％（税引前）の金利にて満期日に自動継続します。
総合口座定期預金の継続明細の記帳は、窓口へお申し付けください。

募集期間
満期日以降は事前に公表するキャンペーン金利で自動継続します満期日以降は事前に公表するキャンペーン金利で自動継続します

2023-24 冬のキャンペーン定期預金毎
月
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